
 

 

第339回京都市考古資料館文化財講座  

現地講座「嵯峨野・太秦の古墳をめぐる」  

2023年10月28日 

 

コース 

 大覚寺バス停【受付】 → 大覚寺古墳群（円山古墳・入道塚古墳・狐塚古墳）→ 

 甲塚古墳 → 垂箕山古墳（仲野親王陵古墳）→ 蛇塚古墳 → 広隆寺 → 

 大酒神社 → 蚕の社（木嶋坐天照御魂神社） → 太秦天神川駅【解散】 

 

 京都盆地北西部に位置する嵯峨野・太秦の地には、５世紀から多くの集落が形成さ

れます。また、集落の成立と合わせ５世紀から７世紀にかけて、平地部に前方後円墳

や円墳・方墳、山間部には小規模な円墳・方墳からなる群集墳が造営されます。これ

らの遺跡は『古事記』『日本書紀』に登場する秦氏とかかわりが深いと考えられてい

ます。 

 今回の現地講座は、大覚寺古墳群・甲塚古墳・蛇塚古墳から、さらに秦氏とゆかり

の広隆寺・大酒神社・蚕の社（木嶋坐天照御魂神社）などの史跡をめぐります。 

 

 図１ 山背地域周辺の古墳編年図 



 

 

 

 図２ 嵯峨野の古墳群分布図 

  

図３ 円山古墳（左：石室入口・右：石室と石棺） 



 

 

   

図４ 南天塚古墳石室                  図５ 狐塚古墳墳丘測量図 

  

図６ 甲塚古墳墳丘測量図   図７ 甲塚古墳石室 

  

図８ 垂箕山古墳(仲野親王陵古墳)測量図  図９ 上ノ段町遺跡（蜂ヶ岡中学校内） 



 

 

 

 

 

  

図10 蛇塚古墳墳丘復元図        図11 蛇塚古墳（昭和11年） 

 

 

図12 蛇塚古墳石室実測図 



 

 

 

 図13 広隆寺旧境内（広隆寺霊宝館） 

  

図14 広隆寺出土瓦 



 

 

 

 図15 蚕の社（木嶋坐天照御魂神社） 
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